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この度、本宮市が東京 2020 オリンピック聖火を迎えられましたことを、心より    

お祝い申し上げます。昨年はオリンピックが延期され、世界中が新型コロナウイルス

感染症と戦った試練の年でした。これを乗り越えて聖火リレーを迎えることができ、

よりいっそう喜ばしく思います。 

今月で東日本大震災から 10 年が経ちました。改めまして、被災された方々に心より

お見舞い申し上げ、亡くなられた方々のご冥福をお祈り致します。「復興の火」が 

福島県を出発し全国各地へ運ばれるなか、被災地の復興に尽力されてきた      

皆様をはじめとする多くの方々にとって、この聖火リレーは希望と喜びをもたらす 

ものであると存じます。 

駐日英国大使館は、復興「ありがとう」ホストタウンのパートナーとして、     

本宮市と英国の提携をさらに強くすべく努めております。                                    

この度、日英の友好と復興の証である英国庭園が本宮市の聖火リレーのゴール地に 

選ばれ光栄に存じます。私自身、2019 年に英国庭園を訪れる機会に恵まれました。      

地元の皆様がこの庭園を大切にされているご様子がとても印象的でした。 

英国オリンピック委員会と英国パラリンピック委員会も本宮市と協力できることを 

とても誇りに思い、大会後も関係を発展させていけるよう期待しております。 

大会までいよいよ残り 4か月を切りました。私たちは未だかつてない時代の中に  

いますが、日本の方々の大会準備へのたゆまぬ努力が実を結び、素晴らしい大会が 

開催されると確信しております。 

聖火ランナーの皆様のご活躍と本宮市の益々のご発展をお祈り致し、私のご挨拶と 

させて頂きます。 

 


